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日
　
時：
平
成
14
年
９
月
27
日
（
金
）
17：

30
〜
19：

00

場
　
所：
広
島
商
工
会
議
所
１
階
１
０
１
号

テ
ー
マ：

「
発
想
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

講
　
師：

有
限
会
社
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
　
河
野
上
和
廣
氏

事
業
報
告

い
つ
も
、
講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

開
く
ば
っ
か
り
の
例
会
が
多
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
あ
え

て
参
加
型
の
例
会
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
も
う
少
し
時

間
が
あ
れ
ば
、
も
う
一
つ
面
白
い
ネ
タ
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
が
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。
と
に
か
く
ア
イ
デ
ア

と
か
企
画
と
か
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
力
を
養
う
こ
と
が
、
企

業
の
新
し
い
原
動
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
に
も
、
こ
れ
を
契
機
に
よ

り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
委
員
会
委
員
長
　
船
崎
　
賀
秀

日
　
時：

平
成
14
年
９
月
27
日
（
金
）
19：

00
〜

場
　
所：

広
島
商
工
会
議
所
１
階
１
０
１
号

次
　
第：

一
、
開
会
挨
拶

二
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
広
島
大
会
概
要
説
明

三
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ビ
デ
オ
上
映

四
、
商
工
会
議
所
青
年
部
の
歌
「
伸
び
ゆ
く
大

地
」
歌
唱
指
導

五
、
綱
領
・
指
針
練
習

六
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
広
島
大
会
実
行
委
員

会
各
部
会
長
説
明

七
、
閉
会
挨
拶

事
業
報
告

各
委
員
長
の
ご
配
慮
の
下
、
１
２
６
名
の
出
席
で
決
起

大
会
が
開
催
で
き
ま
し
た
事
を
先
ず
も
っ
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
現
在
、
各
部
会
で
準
備
頂
い
て
い
る
事
が
全
体

の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を
皆
様
に

も
周
知
し
て
頂
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
集
う

と
い
う
事
の
楽
し
さ
、
感
激
そ
し
て
パ
ワ
ー
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
更
な
る
発
展
の
契
機
に
な
り

ま
す
事
を
祈
念
致
し
ま
す
。

山
本
　
栄
二

９
月
例
会

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
委
員
会

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
広
島
大
会
決
起
大
会
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開会のことば
国歌「君が代」斉唱
商工会議所青年部の歌「伸びゆく大地」斉唱
商工会議所青年部「綱領」朗読、「指針」唱和
主催代表挨拶（中国ブロック商工会議所青年部連絡協議会会長、日本商工会議所 全国商工会議所青年部連合会会長、日本商工会議所会頭)
主管代表挨拶(広島商工会議所青年部会長)
開催地商工会議所会頭挨拶（広島商工会議所会頭）
来賓挨拶〔中国経済産業局長、広島県知事、広島市長〕
来賓紹介
参加青年部および参加商青連役員紹介
次年度開催地発表
商工会議所青年部全国大会について
商工会議所青年部全国会長研修会について
閉会のことば

SATURDAY

登録受付

記念式典

記念講演

分科会

時間／12：00～　
場所／広島プリンスホテル

時間／12：30～14：00
場所／広島プリンスホテル　瀬戸内

時間／14：30～16：00
場所／広島プリンスホテル　瀬戸内

講師 三遊亭
さんゆうてい

鳳楽
ほうらく

師匠

時間／16：00～18：00

大懇親会
時間／18：00～19：30
場所／広島プリンスホテル瀬戸内

古典落語・人情噺「鼠穴
ねずみあな

」

■講師プロフィール

1947年生まれ。1965年、五代目三遊亭円楽入門。
1972年に二ツ目昇進。1977年、第六回NHK新人落
語コンクール最優秀賞受賞。1978年、日刊飛切り落語
会若手落語家奨励賞受賞。1979年、真打昇進。初代・
三遊亭鳳楽襲名。1993年、文化庁芸術祭賞受賞。五代
目三遊亭円楽の総領弟子。滑稽噺から人情噺まで何を演
じてもうまさに定評がある。古典落語の本格派である。

■講師プロフィール

1971年愛知県生まれ。1991年にYOSAKOIソーラン
祭り実行委員会発足。「街は舞台だ！　日本は変わる」
を合言葉に1992年に第一回YOSAKOIソーラン祭りを
開催、20万人を動員。その後も普及に努める。

■講師プロフィール

1974年広島県生まれ。マジックを始めてわずか5年で
国内の主なタイトルを独占し、1994年にはマジック界
のオリンピックと言われる『FISM』で、テクニック部
門のチャンピオンに輝く。その後、海外での数々のショ
ーに出演。メディア方面でも活躍中

「瀬戸内海クルージング」銀河で瀬戸の多島美に感動してください。

講師 長谷川
は せ が わ

岳
がく

氏

「街は舞台だ! 日本は変わる!!」

「今一度問う!YEGs, be ambitious!」

エクスカーション

内田
う ち だ

貴光
たかみつ

氏

第１分科会

時間／16：00～18：00
第2分科会

商青連設立20周年事業・ヤングリーダー研修会

大大大大イイイイリリリリュュュューーーージジジジョョョョンンンン!!!! !!!!

日本商工会議所 全国商工会議所青年部連合会　第20回中国ブロック大会　広島大会

YOSAKOIソーラン祭り組織委員会専務理事　株式会社yosanet取締役
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記念式典
記念講演

広島プリンス
　ホテル瀬戸内

講師
　三遊亭風楽師匠
古典落語人情噺
　　　「鼠穴」
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分科会
第一分科会
第二分科会
大懇親会

瀬戸内海クルージング 長谷川 岳 氏　「街は舞台だ！日本は変わる」
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第第2020回中国ブロック大会広島大会回中国ブロック大会広島大会第20回中国ブロック大会広島大会

広島広島YEGYEG活躍活躍photophotoギャラリーギャラリー広島YEG活躍photoギャラリー
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日
　
時：
平
成
14
年
11
月
22
日
（
金
）

17：

30
〜
18：

00

場
　
所：

広
島
全
日
空
ホ
テ
ル

「
葵
・
万
葉
の
間
」

出
席
者
人
数：

１
８
６
名

（
委
任
状
１
１
３
名
を
含
む
）

議
　
案

平
成
14
年
度
役
員
（
案
）
を
上
程
し
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。

次
年
度
役
員
紹
介

会
　
長
　
久
保
田
　
貴
八
郎

久
保
田
酒
造
㈱
　
専
務
取
締
役

直
前
会
長

櫻
　
井
　
文
　
晶

広
島
洋
紙
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

副
会
長
　
粟
　
屋
　
充
　
博

旭
調
温
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

〃
　
　
植
　
田
　
　
　
裕

鹿
島
建
設
㈱
広
島
支
店
　
営
業
課
長

〃
　
　
熊
　
本
　
裕
　
子

㈱
熊
本
仏
壇
　
取
締
役

〃
　
　
蔵
　
田
　
泰
　
明

㈱
ク
ラ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

常
務
取
締
役

〃
　
　
下
　
前
　
嘉
　
彦

㈱
東
亜
美
装
　
常
務
取
締
役

〃
　
　
野
　
村
　
光
　
照

チ
チ
ヤ
ス
乳
業
㈱

レ
ジ
ャ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

幹
　
事
　
石
　
川
　
　
　
豊

協
和
レ
ジ
ナ
ス
㈱
　
常
務
取
締
役

〃
　
　
市
　
川
　
　
　
弘

㈲
ク
ラ
ウ
ン
・
エ
リ
ー
ト

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

〃
　
　
上
　
田
　
英
　
司

㈱
上
田
モ
ー
タ
ー
ス
　
取
締
役
店
長

幹
　
事
　
卜
　
部
　
泰
　
佳

宮
本
塗
装
工
業
㈱
　
専
務
取
締
役

〃
　
　
久
　
保
　
祐
　
三

㈱
大
野
石
油
店
　
課
長

〃
　
　
佐
　
古
　
雄
　
司

キ
ョ
ー
リ
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

常
務
取
締
役

〃
　
　
篠
原
敦
子

㈱
合
同
総
研
　
税
理
士

〃
　
　
原
田
秀
二

㈱
酔
心
　
常
務
取
締
役

〃
　
　
三
好
和
夫

㈱
中
央
ト
ラ
ベ
ル
　
専
務
取
締
役

〃
　
　
毛
利
茂
芳

㈱
モ
ウ
リ
　
常
務
取
締
役

〃
　
　
安
田
秀
一
郎

西
日
本
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
㈱

取
締
役
副
社
長

監
　
事
　
高
田
秀
穂

㈲
世
羅
別
館
　
代
表
取
締
役

〃
　
　
山
本
栄
治

㈱
大
進
本
店
　
常
務
取
締
役

記
　
念
　
講
　
演

日
　
時：

平
成
14
年
11
月
22
日
（
金
）

18：

10
〜
19：

00

場
　
所：

広
島
全
日
空
ホ
テ
ル

「
葵
・
万
葉
の
間
」

テ
ー
マ：

「
夢
は
必
ず
実
現
す
る
」

講
　
師：

㈱
ハ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
　
和
田
　
一
夫
氏

講
演
会
よ
り

『
人
生
最
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
』

11
月
18
日
は
私
と
家
内
の
49
回
目
の
結
婚

記
念
日
で
あ
っ
た
。
後
１
年
で
金
婚
式
を
迎

え
る
ほ
ど
の
長
い
間
、
私
の
人
生
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
生
き
て
き
た
。

一
介
の
熱
海
の
八
百
屋
か
ら
始
ま
り
、
そ

し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
百
貨
店
経
営
、

世
界
16
カ
国
へ
の
出
店
、
そ
し
て
挫
折
。
ま

た
、
現
在
で
は
新
た
に
再
出
発
し
、
長
年
住

み
慣
れ
た
地
を
離
れ
、
福
岡
県
飯
塚
市
へ
と

居
を
移
し
た
。
成
功
や
失
敗
と
い
う
一
言
で

は
言
え
な
い
よ
う
な
、
色
ん
な
経
験
を
し
て

来
た
。
私
が
今
、
こ
こ
で
生
き
て
い
る
の
も

本
当
に
家
内
の
お
蔭
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。

私
が
結
婚
し
た
際
は
、
結
婚
の
時
に
持
っ

て
く
る
嫁
入
り
道
具
を
ご
近
所
の
方
に
披
露

す
る
と
い
う
風
習
が
あ
っ
た
た
め
、
家
内
の

持
っ
て
き
た
ピ
ア
ノ
を
見
る
た
め
に
大
勢
の

ご
近
所
の
方
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
る
。
ヤ
オ
ハ
ン
グ
ル
ー
プ
の
最
盛
と
共

に
私
達
の
暮
ら
し
も
同
等
の
も
の
と
な
り
、
ま

た
私
の
挫
折
と
共
に
年
金
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
49
年
経
っ
た
今

で
も
全
く
変
わ
ら
な
い
。

最
近
、
結
婚
式
な
ど
に
招
待
さ
れ
、
ス
ピ

ー
チ
を
依
頼
さ
れ
る
と
必
ず
話
す
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。
先
日
出
版
さ
れ
た
中
谷
彰
宏
著

「
和
田
一
夫
さ
ん
に
『
元
気
な
人
生
』
を
教
え

て
も
ら
う
」
の
冒
頭
に
も
書
い
て
あ
る
が
、
倒

産
と
い
う
人
生
最
大
の
挫
折
を
し
た
私
を
再

起
へ
と
導
い
た
家
内
の
一
言
で
あ
る
。

男
は
、
も
は
や
死
ぬ
し
か
な
い
と
い

う
ピ
ン
チ
に
追
い
込
ま
れ
た
。

妻
は
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

「
ど
う
せ
八
百
屋
の
お
嫁
に
来
て
、

私
は
一
生
八
百
屋
の
お
カ
ミ
さ
ん
で

終
わ
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
、

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ま
た
八
百
屋
に
戻
っ
た
つ
も
り
で
、

二
人
で
そ
こ
か
ら
始
め
れ
ば
、
な
ん

で
も
な
い
で
す
よ
」

記
念
日
に
は
、
私
達
夫
婦
、
長
年
海
外
生

活
を
し
て
お
り
一
度
も
記
念
日
を
共
に
い
わ

っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
長
男
夫
婦
、
そ
し
て

和
田
家
と
し
て
初
め
て
の
男
児
で
あ
る
孫
、
ま

た
、
私
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
正

田
英
樹
夫
妻
が
自
宅
に
集
ま
り
、
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
い
て
く
れ
た
。
私
は
こ
の
暖
か
い
家

庭
の
笑
い
声
を
聞
き
な
が
ら
何
度
も
こ
う
思

っ
た
。

「
今
が
一
番
幸
せ
だ
」

私
を
信
じ
、
そ
し
て
愛
し
支
え
て
く
れ
る

最
高
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
た
こ
と
が
、
私
の

人
生
に
と
っ
て
は
最
高
の
神
様
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
だ
。

忘
　
　
年
　
　
会

日
　
時：

平
成
14
年
11
月
22
日
（
金
）
19：

00
〜
20：

30

場
　
所：

広
島
全
日
空
ホ
テ
ル
「
葵
・
万
葉
の
間
」

平
成
14
年
度
臨
時
会
員
総
会



委員
長に

聞く
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ネットワークグループ
ビジネス交流委員会

委員長

野村　光照

ネットワークグループ
会員親睦委員会

委員長

斎藤　克二

地球市民育成委員会

委員長

松本千賀子

トレーニンググループ
青年経済人育成委員会

委員長

石川　　豊

広
島
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
も
成
功
裡
に
終
わ
り
、
ホ
ッ
と
す
る

間
も
な
く
当
委
員
会
で
は
広
島
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
３
の
成
功
へ
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
地

元
の
大
学
へ
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
研
究

さ
れ
て
お
ら
れ
る
事
例
な
ど
を
紹
介
し
て

会
員
の
皆
様
の
会
社
で
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト

に
な
れ
ば
と
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
３
回
目
を
迎
え
る
こ
の
事
業
を
通
じ

て
地
元
の
商
工
業
の
発
展
に
少
し
で
も
寄

与
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

と
は
い
え
委
員
会
運
営
で
は
お
互
い
に

親
睦
を
深
め
、
時
に
は
深
夜
ま
で
議
論
が

長
引
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
盛
り
上

が
っ
て
い
る
時
の
話
題
は
ゴ
ル
フ
の
事
が

多
い
の
も
特
徴
で
し
ょ

う
か
。
本
年
度
も
残
す

と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
で

す
が
楽
し
く
運
営
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
谷
　
政
俊
　
　
網
川
　
恭
章

安
藤
　
徹
哉
　
　
石
崎
　
英
司

磯
部
玄
士
郎
　
　
井
出
　
一
信

牛
尾
　
克
久
　
　
内
田
　
弘
之

大
崎
　
政
和
　
　
大
島
　
秀
敏

沖
中
　
隆
明
　
　
角
川
　
晃
佳

児
玉
　
賢
司
　
　
児
玉
　
紀
子

佐
々
木
栄
史
　
　
�
木
　
志
郎

竹
内
　
　
剛
　
　
土
細
工
裕
治

中
山
　
貴
主
　
　
原
田
　
秀
二

藤
川
　
晃
伸
　
　
増
金
　
道
晴

会
員
親
睦
委
員
会
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
人
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く

縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
委
員
会
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。
１
年
間
に
担
当
行
事
が
６
回

あ
り
よ
く
周
り
の
人
か
ら
「
大
変
な
委
員

会
だ
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
幸
い
な
事
に

す
ば
ら
し
い
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
て
皆
楽

し
み
な
が
ら
委
員
会
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
残
念
な
事
に
委
員
会
出
席
メ
ン

バ
ー
で
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
が
最
初

か
ら
欠
席
の
メ
ン
バ
ー
も
数
名
お
ら
れ
反

省
す
べ
き
点
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
と
ま
だ
１
月
の
新
年
互
礼
会
、
３
月

の
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
と
行
事
が
残
っ
て
い

ま
す
の
で
最
後
ま
で
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

市
川
　
欽
一
　
　
今
北
　
隆
史

卜
部
　
泰
佳
　
　
金
井
　
次
郎

河
上
　
誠
司
　
　
佐
藤
　
公
章

鮫
島
　
　
茂
　
　
新
谷
　
欽
史

鈴
木
　
浩
司
　
　
田
岡
　
美
江

天
満
　
　
貢
　
　
中
村
　
貞
雄

中
本
　
泰
弘
　
　
那
須
　
広
孝

根
木
　
勇
人
　
　
信
原
　
　
司

早
田
　
良
二
　
　
原
田
　
尚
明

平
岩
由
紀
雄
　
　
福
田
　
好
雄

堀
江
　
征
治
　
　
丸
子
潤
一
郎

森
　
　
光
明
　
　
山
本
　
周
二

地
球
市
民
育
成
委
員

会
で
は
、
毎
月
委
員
会

を
開
催
し
て
、
様
々
な

「
地
球
市
民
」
と
し
て

考
え
、
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
様
な
こ

と
に
対
し
て
勉
強
会
等

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
委
員
会
メ
ン
バ

ー
は
少
な
い
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
方
に

支
え
ら
れ
て
何
と
か
９
ヶ
月
や
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
海
外
研
修
」
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
残
り
３
ヶ
月
で
す
が
、
な
に
か
地
球

市
民
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
ま
す
ま
す
委
員
会
メ

ン
バ
ー
同
士
の
繋
が
り
が
強
く
な
っ
て
い

く
よ
う
な
明
る
く
楽
し
い
委
員
会
で
あ
り

た
い
で
す
。

泉
　
　
将
治
　
　
梅
田
　
修
治

大
井
　
誠
之
　
　
金
光
　
　
忠

国
光
　
芳
弘
　
　
酒
井
　
弘
次

真
田
　
浩
和
　
　
塩
見
　
明
男

�
村
　
和
吉
　
　
永
井
　
寿
幸

堀
尾
　
達
治
　
　
三
好
　
和
夫

牟
田
　
和
美
　
　
村
越
　
和
也

安
田
秀
一
郎
　
　
山
内
　
美
穂

山
岡
　
俊
春
　
　
山
崎
　
恭
嗣

山
本
　
昌
宏
　
　
吉
田
　
大
蔵

平
尾
　
伸
二

委
員
長
に
な
っ
て
も
う
す
ぐ
１
年
、
あ

っ
と
い
う
間
で
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
意
識
の
高
さ
、

行
動
力
に
助
け
ら
れ
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。

６
月
例
会
の
企
画
、
運
営
か
ら
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
の
お
手
伝
い
へ
と
テ
ー
マ
は

続
き
、
月
１
回
の
委
員
会
が
週
１
回
の
打

合
せ
に
な
り
、
気
持
ち
が
通
じ
、
意
識
が

高
ま
り
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
為
し
え
た
達
成
感
と
満
足
感

が
、
私
た
ち
を
一
段
と
深
く
結
び
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。

先
ず
は
参
加
し
、
気
持
ち
を
通
わ
せ
る

事
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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宅
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文
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靖
典
　
　
目
片
　
浩
三

門
出
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山
森
　
　
猛

横
田
　
泰
行
　
　
芳
野
　
敬
章

大
野
　
一
之
　
　
森
　
　
貴
史

鼓
　
幸
太
郎
　
　
山
根
　
謙
二


